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概要

結果・データ

測定の特徴

●直径800mmまでの一括測定が可能

・波面合成により、直径1,200mmまで測定可能

●FT-PSI法により、平行平板の表裏面形状と屈折率均質性を

同時測定可能

大口径合成石英ガラスの屈折率均質性を測定しました。

試料形状は直径880mm×厚さ160mmの平行平板で、FT-PSI法を用いて評価領域の直径

800mmを一括測定しました。測定の結果、屈折率均質性⊿nは1.9ppm以下であり、大口径材料

でも屈折率均質性が高いことが確認できました。

・試料: 合成石英ガラス ・試料形状: φ880×t 160 mm ・温度: 室温

・測定波長: 633 nm ・評価領域: φ800 mm

屈折率均質性測定
測定事例 No.4

大口径石英ガラスの屈折率均質性

【測定波長】 633nm

【有効測定領域】 直径1200 mm（波面合成）

【測定精度】 2σ(rms) ≦ 2 nm

【試料】 透過性のあるガラス、結晶、等

表裏面研磨された平行平板

◎屈折率均質性だけでなく、表裏面の反射波面精度も評価可能

◎測定に必要な試料の表裏面研磨加工も、ご要望により対応可能

応用例


